
「モ ル グ街 の 殺 人 」 と 「ア ッシャー家 の

崩 壊 」 に お け る二 つ のmystery

勝 に立
口

サ ェ

早 人

EdgarAllanPoeの 数 多 くの短編 小説 の中 にはC.AugustDupinと い う天 才探 偵 を主

人公 に した探偵 推理 小説 が三編 あ る。rモ ノレグ街 の殺 人」,「マ リー ・ロジ ェの謎 」,「盗 まれ

注1

た手紙 」で あ る。

これ らの いわゆ る探 偵物 に対 して,エ ラ リー ・クイン,江 戸川 乱歩 を始 め と して,洋 の

東西 を問わず,多 くの批証 家 の議 論が あ るが,い ずれ もPoeこ そ が推理 小説 の創始者 で
ゼヰ　　

あ る と賞 め あげ てい るものが大半 を しめて い る。

これ らの三 作品 の中で も,代 表作 とされ,こ の小論 で取 りあげ る 「モル グ街 の殺人 」に

対 して も,密 室殺人 とい うテ ーマにそ って議論 され た ものな ど,多 くの批 評家が推 理小 説
注3

の枠 内での作 品評価 に終始 して きた。

しか し,そ の中 でBranderMatthewsだ けが探偵 小説 を 一つ の完成 され た文学作 品 と し

て評価す る こ とを試 み てい る。彼 は次 の よ うに述べ る。

Bybestowingupon[thedetectivestory]ahumaninterest,[Poe]raiseditin
注4

theliteraryscale.

彼が述 べて い る よ うに,「 モル グ街 の殺 人」 を単 なる推 理小 説 の枠 内で とらえ るの で は

な く,文 学 作 品 と して と らえ るこ とに よって,今 まで とは違 った視点 か らこの作 品 を解 釈

す る こ とが可能 に なる。 この意味か らも,彼 の役割は重 要 であ る とい える。

そ こで,こ の小論 では,こ の物 語を文学 作 品 とみ なす こ とに よ り,一 見何 の 関係 もない

よ うに見え る,「 モル グ街 の殺人 」 と 「ア ッシャー家 の崩壊 」を と りあげ る。実 は こ れ ら

の作 品はmysteryと い う共通 した テーマに よって描 かれ た作 品 であ る ことに気 づ くか ら

であ る。

そ して,こ れ らの作 品 を比 較検討 す る こ とに よって,Poeの 考 えてい るmysteryと は ど

の よ うな ものな のか を 明 らか に してい きたい 。

「モル グ街 の殺人 」 と 「ア ッシャー家 の崩壊 」はmysteryと い う共通 した テ ーマで書

かれ た もの であ る と述べ たが,各kの 作 品 に描 かれ てい るmysteryと は具 体的 に どの よ

うな もの なのか を考 え る こ とか ら始 め る。

まず 「モル グ街 の殺人 」で描 かれ るmysteryで あ るが,あ る朝,パ リの モル グ街 とい
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う所 に住 んで い るL'Espanaye夫 人 とその娘Cami11eL'Espanayeが 何物か に よって惨殺

され る。 その異様 な殺 害の仕 方や逃走 の仕 方 な どか ら犯人 の手掛 りが ま った くつか めな い。

また周囲 の状況 な どか ら,こ の犯 人は並 の人 間 とは とて も考 え られず,超 自然的 な何物 か

に よって犯 され た不 可解 な事件 であ るか の よ うに思わ れ る。

す なは ち,こ の事件 は,一 般 的には,人 間の知能 では解決す るこ とので きないmystery

と化す のであ る。

警察 に とって も,一 般 のパ リ市民 に とって も,こ の事件 はmystery以 外の何物 で もな

いので あ る。並 の人 間 と して描 かれて い るこの作 品の語 り手 も,こ のmysteryに 対 して

次の よ うに述べ る。

IcouldmerelyagreewithallParisinconsideringthem[murders]aninsoluble

　　
mystery.Isawnomeansbywhichitwouldbepossibletotracethemurder.

上 の語 り手 の言葉 に代表 され るよ うに,「 モル グ街 の殺人 」に描かれ るmysteryと は こ

の よ うな ものなのであ る。

一方 ,「 ア ッシャー家 の崩壊 」では どの よ うなmysteryが 描 かれ るのであろ うか 。

この作 品は推理 小説 では ないので,具 体 的 な殺 人事件 な どが起 こるのでは ないが,や は

り,こ こに もmysteryは 存在 す るのであ る。

この物 語 の冒頭 で,幼 ない頃 の友達 であ るRoderickUsherに 招待 され た語 り手 は,そ

の住居 であ る暗 く陰 うつ な ア ッシャ ーの館 の前 に立ち,そ の不 気味 な光 景 に圧倒 され る。

そ して,つ い にはその館 の中に入 り込む が,ア ッシャー家 の周 辺で は不 思議 な出来 事が次

kと 起 こ り,最 後 には,ア ッシャーの館そ の もの と共 に,そ の住人 であ る兄妹Roderick,

Madelineの 二人が沼 の中 にのみ こまれ て しま う。 その光景 を 目のあた りに した語 り手 は

肝 を冷 してそ の場 か ら逃 げ去 って しま うとい う物 語で あ る。

この物 語 では,す べ てがmysteryに 包 まれ てい る。語 り手 の前 に現 われ るア ッシ ャー

の館 その ものの存在 もmysteryで あ る し,な ぜ その館が不思 議 な力で崩壊す るのか も謎

に包 まれて い るので ある。

さて,こ れ らの二 つ のmysteryに 立 ち向か うのが 「モル グ街 の殺人」 におけ る天才探

偵Dupinで あ り,「 ア ッシャー家 の崩壊 」 におけ る語 り手 であ るが,後 者につ いては,な

ぜ 彼がDupinと 同 じ く,謎 の観 察者 であ りえるのかを少 し説 明す る必 要が ある と思われ

るので後 で著 し く述べ たいo

まず,Dupinで あ るが,「 モル グ街 の殺人」 で,親 友 であ り語 り手 であ る人物 はDupin

に最初 に出会 った時 の印象 を次 の よ うに述べ てい る。

AtsuchtimesIcouldnothelpremarkingandadmiring{althoughfromhis

richidealityIhadbeenpreparedtoexpectit)apeculiaranalyticabilityin

Dupin(p.166.)
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ここで・Dupinは 読書範囲が広 く博学であ る と同時 に ,優 れ た分析能 力を持 った天才的人

物 と して描かれ ている ことが解 る。彼は並 の人 間にはな い知 力を持 ち,優 れ た論理的 な思

考 力を持 った人 間なのであ る。

一方 ,「 ア ッシャー家 の崩壊 」に現おれ るmysteryの 観 察者は,ア ッシャー家 崩壊の 一一

部始終 を 目撃 し,読 者 に語る とい う役割 を果たす ことにな る語 り手で ある といえ る。そ こ

で,彼 の性格 を考 えてみ る ことは興味 深 い。

彼は幼 ない ころの友人 で,ア ッシャー家の主人 であるRoderickUsherの 強 引な誘 いを

受け て,こ の館の 前に現われ る。そ して不 可解 な戦 腰に襲われ なが ら,消 極 的 にでは ある

が,彼 は謎 めい た周囲 の雰 囲気 を 自然現象 のなせ る業であ る と結論 づける。

Iwasforcedtofallbackupontheunsatisfactoryconclusion,thatwhile,

beyonddoubt,there,arecombinationsofverysimplenaturalobjectswhich

havethepowerofthusaffectingus .(p.115.)

さらに,彼 は この建物 を よ く見 よ うとす る冷 静な観察者 と しての 自分 を取 り戻そ うと し

て次の よ うに も述べ る。

Shakingofffrommyspiritwhatmusthavebeenadream,Iscannedmore

narrawlytherealaspectofthebuilding .(p.117.)

また物 語の後 半部分 で,何 の光源 もないの にア ッシャーの館の まわ りを不気味 な光 に照 ら

しだす,暗 黒 の中の不可解 な光 に関 して も,そ れは単 な る自然現象 にす ぎない と判断 し,

冷静 な観察者 と して の余 力を残 してい る。その不気味 な現象を語 り手は次 の よ うに描写す

る。

Theseappearances,whichbewilderyouRoderickUsher]aremerelyelectrical

phenomenanotuncommon-oritmaybethattheyhavetheirghastlyorigin

intherankmiasmaofthetarn.{p.127.)

彼は不 可解 な出来事 を科学 的に判 断す るこ とに よ り,物 事 を論理的 に見る ことので きる人

物 なのであ る。恐怖 にお しひ しがれ るよ うな雰 囲気 の中で,と か く我 を忘れそ うにな りが

ちな立場 にあ って も,こ れ ほ ど冷 静 に物事 を見 られ る とい うことは,冷 静 な判断 力 と分析

力を持 った人物 である と考えて もよい。

Poeは この物語 の語 り手に,並 の人物 よ りぱ科 学的 な 目を持 った論理 的 な人物 とい う役

割を持 たせ てい るのであ る。

ここで思 い出 され るのが天才Dupinで ある。rア ッシャー家 の崩壊 」の語 り手が天 才で

あ るこ とをPoeは 物 語の中で強調 しているわけではな いが,並 以上 に論理 的 な人物 であ

る とい う点 で二人 は共通 性を持 ってい る。 いいかえ るな らば,「 ア ッシャー家 の 崩 壊」 は

Dupinの よ うな人物 によって語 られ た物語で ある といえ る し,こ の物 語は是 非 とも,こ の

よ うな人物 に よって語 られ る必要が あ ったのであ る。そ の理 由は後 述す る として,前 に も
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述べ た よ うに 「モル グ街 の殺人 」 と 「ア ッシャー家 の崩壊 」 とい う一 見何 の 関係 もない よ

うな二つ の作 品は,並 以上 に論理 的な人物 がmysteryと 立 ち向か うとい う共通 性 を持 っ

た物 語 であ る こ とが 明確 にな った。

そ こで,Poeの 作 品 に登 場す るmysteryを 考 え るにあた って,こ れ らの作 品 のmystery

を も う…度 考 え直す ことが是非 必要 にな って くる。

「モル グ街の殺 人」 におけ るmysteryは 前 述 の よ うに,並 の人 間 に とって,こ の殺人

事件 の犯人 は超 自然的 な存在 であ るか の よ うに思わ れ てい る とい う こ と で あ っ た が,

Dupinに とっては,こ の事件 はmysteryで も何 で もない。彼 は この犯 人像 につ いて次 の よ

うに述べ る。

.Itisnottoomuchtosaythatneitherofusbelieveinpraeternatural

events.MadameandMadomoiselleL,Espanayewerenotdestroyedbyspirits.

Thedoersofthedeedwerematerial,andescapedmaterially"(p.179.)

並 の人 間 として描 かれ て い るパ リ警察や パ リ市 民 に とって,こ の事 件 は 一 見mystery

に見 えて も,Dupinに とってはmysteryで は ないので あ る。犯 人 はspiritで は な く地上

に存在す る何物 かの犯 行で あ る と語 る。 そ して,こ の物 語 の後半 は天 才 に よる論理 的 な謎

解 きに あて られ,こ の事 件 の真 犯人 は,実 は南洋産 の オ ラソ ・ウータ ンで あ るこ とを解 明

す るの であ る。

この 物 語 に 描 かれ たmySteryはmySteriOusで は あ る が,そ の 実,真 の 意 味 で の

mySteryで は な く,解 決可能 なmySteryな の であ る。

一 方
,「 ア ッシャー家 の崩壊 」に描 かれ るmysteryは ど うで あろ うか 。

語 り手は随所 で不 可解 な出来事 に立 ち向か い,そ のつ ど,そ れ らの現 象は 自然 現象 であ

る と判 断す るのだが,ク ライ マ ックスで,ア ッシ ャーの館が 沼 の中に のみ こまれ て い く光

景を 目の前 に し,つ い にはその場所 か ら怖 れ おのの いて逃げ 出 して しま うので あ る。

Dupinの よ うに科学 的な 目を持つ論 理的 な人物 で さえ も,な ぜ,ま た何 の力 に よって ア

ッシ ャーの館 が崩れ 去 ったか とい うmysteryの 前 には無力 であ った。

Poeが この物 語 の語 り手 をDupinの よ うな人物 に してお く必要性 が ここで う な ず け

る。す なわ ち,こ の よ うな並 以上 の論理性 を持 った人物 です ら,こ のmysteryの 前 には

無 力で あ る とい う事実 を読者 の前 に示 す必 要が あ った のであ る。だ か ら,こ の物語 に描写

され るmysteryこ そ"mysteryunsolble"解 くこ とので きな い真 のmysteryな の であ る。

以上 の よ うに,こ れ らの作 品 に共 通 した テ ーマはmySteryで あ るが,二 つのmyStery

は異質 な次元 の異 ったmysteryで あ る こ とが 解 った。前者 でPoeは 解決可 能 なmystery

を描 き,後 者 では解 決不可 能なmysteryを 描 いたので あ る。

で はPoeは なぜ この よ うな二つ の異 ったmysteryを 二つ の作 品 に描 いた のかを考 え な

ければ な らない。
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これ らの作品 が書か れた時代 の ア メ リカ東 部で は,ち ょうど科 学 の夜 明け とい える時代

であ り,科 学が 発達す れば,い つれ 科学万 能の時 代が訪 れ るのでは ないか とい う期待 感 を

持 って いた時代 で あ った。す べ ての ものが人 間の論理 の力で解 決で きる とい うよ うな楽観

的 な面 が前面 に押 し出 され た時代 であ った とい}る だ ろ う。 だが一方 では,ま だ 中世 的 な

摩法や呪 術 な ども共 存 し,科 学 と見分 け がつか ない よ うな状 態で人kの 生活 の 中に幡 って

いたので あ る。

この よ うな時期 であ るか らこそ,Dupinの よ うな人物 が登場 して くる ことが意味 を持 つ

のであ る。 人hがmysteryだ と勘違 い して い る ことを,す っぽ りと解決 させ る こ とに よ

り,人 間 の論 理 の力のす ば らしさを示 そ うと した ので ある。あ る意味 ではPoeはDupin

とい う天 才を登場 させ る こ とで迷 信や邪 推 な どを振 り払 う啓 蒙的 な役割 を果たせ た といえ

るo

一方
,科 学 が いか に発達 しよ うと,い か にDupinの よ うな並 はず れた論理 家 とい え ども

解 決不可 能 な ものが あ るこ とを示 した のが,「 ア ッシャー家 の崩壊 」 に描か れたmystery

であ る。

Poeは 科学万 能で あ るか の よ うに考 え られ て い る時代 に,今 日我kが 感 じて いる よ うな

科学 な り論理 の限界 に気 づ き,二 つ のmysteryを 描写す る ことで,そ れ ら を 見 極 め,

mysteriousで ぱ あ るが論理 に よって解決可能 な もの と,ど うして も人 間の能 力で ははか り

知 る ことの で きないmysteryが 存在 す る こ とを読 者 に示 そ うと したので あ る。

この意味 で もPoeは 依然 と して現代 に も通用 す る作 家で あ る と確 言 で きるのであ る。

注

1.Poeの 作 品 の 題 名 に つ い て は,一 般 的 に 日本 語 に 訳 さ れ て い る も の を 用 い た 。

2.Poeを 探 偵 小 説 の 創 始 者 と し て 賞 賛 し た も の に は 以 下 の よ うな も の が あ る 。ElleryQueen,

F,urehaPoe,(EIIeryQueen'sMysteryMagazine,May,1965)「 ユ リイ カ ・ボ ー(こ れ が ボ ー だ)

一 探 偵 小 説 の 父 」(佐 藤 良 明 訳)「 カ イ エ 」 特 集 エ ドガ ー ・ア ラ ン ・ホ オ(1979年9月) ,pp.194

-97 .

3.密 室 殺 人 に 焦 点 を あ て て 論 じた も の は 以 下 の も の で あ る 。 荒 正 人,「 探 偵 作 家 一Poe」(「 英 語 青

年 」1959年5月 号)文 芸 読 本 ポ ー(河 出 書 房 新 社,1978),pp.138-41.

4.BranderMatthews,"PoeandtheDetectiveStory,"Scribner'sMagazine,42(1907),pp.283

-93rpt .DavidB.kestersan(ed),CriticsonPoe(UniversityofMiamiPress:CoralGables,

Florida,1973),p.63.

5.EdgarAllanPoe,"TheMurdersintheRueMorgue"inSelectedYvetryandYroseof

EdgarA〃anPoe,ed.T.0.Mabbott(NewYork:TheModernLibrary,1951),p.175.以 下

こ の 作 品 と"TheFalloftheHouseofUsher"か ら の 引 用 は 上 の テ キ ス トか ら の も の と し,

ペ ー ジ数 の み を 表 記 す る 。
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